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遺言のある相続

1

は
じ
め
に

平
成
19
年
に
超
高
齢
社
会
に

突
入
し
て
以
来
14
年
が
経
ち
、

わ
が
国
の
高
齢
化
は
更
に
進
ん

で
い
る
1

。
令
和
2
年
7
月

10
日
か
ら
遺
言
書
保
管
制
度
が

始
ま
り
、
税
理
士
も
「
遺
言
の

あ
る
相
続
」
に
接
す
る
機
会
が

一
層
増
え
て
行
く
も
の
と
思
わ

れ
る
。
法
人
へ
の
遺
贈
や
、
財

産
の
換
価
を
指
示
す
る
遺
言
が

あ
っ
た
場
合
、
譲
渡
所
得
を
認

識
す
る
が
、
そ
の
課
税
関
係
は

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
本
稿

で
は
、「
遺
言
の
あ
る
相
続
」

の
う
ち
譲
渡
所
得
が
絡
む
場
合

の
納
税
義
務
者
に
焦
点
を
あ
て

て
考
察
す
る
。

2

相
続
に
お
け
る
遺
言
の
位
置
付
け

民
法
8
9
6
条

相
続
と

は
、
相
続
人
が
被
相
続
人
の
財

産
に
属
し
た
一
切
の
権
利
義
務

を
承
継
す
る
。

民
法
8
9
8
条

相
続
人
が

複
数
あ
る
と
き
は
、
相
続
財
産

は
そ
の
共
有
に
属
す
る
。

続
く
条
文
で
は
、
法
定
相
続

分
（
民
9
0
0
）、
代
襲
相
続

人
の
相
続
分
（
民
9
0
1
）

と
、
財
産
を
相
続
す
る
者
の
範

囲
と
割
合
を
定
め
て
い
る
。

一
方
、
相
続
分
の
指
定
（
民

9
0
2
）
及
び
遺
贈
（
民
9
6

4
）
の
存
在
は
、
遺
言
が
法
定

相
続
に
優
先
す
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

平
成
30
年
、
改
正
民
法
の
成

立
に
よ
り
、
遺
留
分
権
利
者

は
、
受
遺
者
又
は
受
贈
者
に
対

し
て
、
遺
留
分
侵
害
額
に
相
当

す
る
金
銭
請
求
権
を
有
す
る
こ

と
と
な
っ
た（
民
1
0
4
6
）。

「
遺
留
分
侵
害
額
請
求
権
の
行

使
に
よ
っ
て
当
然
に
物
権
的
効

果
が
生
じ
る
と
の
こ
れ
ま
で
の

規
律
を
改
め
、
遺
留
分
侵
害
額

に
相
当
す
る
金
銭
請
求
権
が
遺

留
分
権
利
者
に
生
じ
る
こ

と
」2
が
明
記
さ
れ
た
の
で
あ

る
。遺

言
者
が
自
由
な
意
思
表
示

を
行
っ
た
結
果
、
遺
言
内
容
が

遺
留
分
に
抵
触
し
た
と
し
て

も
、
遺
留
分
権
利
者
は
、
遺
留

分
侵
害
額
相
当
額
の
金
銭
請
求

権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
金

銭
を
取
得
す
る
こ
と
で
解
決
が

図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

3

遺
言
事
項
と
税
務

3‐

1

遺
言
事
項

相
続
分
の
指
定
は
、
法
定
相

続
分
と
異
な
る
割
合
で
相
続
す

べ
き
割
合
を
指
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
債
権
者
は
相

続
分
の
指
定
が
さ
れ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
相
続

人
に
対
し
て
法
定
相
続
分
に
応

じ
て
債
務
履
行
を
求
め
る
こ
と

に
な
る
。

遺
産
分
割
方
法
の
指
定
の
意

思
表
示
の
態
様
を
示
す
と
、
手

段
指
定
型
は
、
現
物
分
割
、
代

償
分
割
、
換
価
分
割
等
の
諸
手

段
を
遺
産
分
割
方
法
と
し
て
選

択
、
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

帰
属
指
定
型
は
、
特
定
の
財
産

の
取
得
を
指
示
す
る
も
の
で
、

分
割
指
針
型
、
清
算
型
の
類
型

が
あ
る
3

。

遺
贈
に
よ
る
財
産
の
処
分
方

法
に
は
、
包
括
遺
贈
と
特
定
遺

贈
の
区
分
が
あ
り
、
包
括
遺
贈

は
財
産
を
割
合
的
に
遺
贈
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
相
続

分
の
指
定
と
近
似
す
る
こ
と
か

ら
、
包
括
受
遺
者
は
、
相
続
人

と
同
一
の
権
利
義
務
を
有
す
る

と
さ
れ
て
い
る
。
包
括
受
遺
者

は
共
同
相
続
人
と
と
も
に
「
遺

産
分
割
に
至
る
ま
で
遺
産
を
共

有
す
る
」
4

の
で
あ
り
、
包

括
受
遺
者
は
共
同
相
続
人
と
共

に
債
務
を
承
継
す
る
。

特
定
遺
贈
は
特
定
さ
れ
た
財

産
を
遺
贈
の
目
的
と
す
る
も
の

で
、
帰
属
指
定
型
と
近
似
し
て

い
る
。
特
定
受
遺
者
は
負
担
付

遺
贈
で
あ
る
場
合
を
除
き
債
務

を
負
担
す
る
こ
と
は
な
い
。

物
権
の
移
転
に
関
し
て
は
、

包
括
受
遺
者
は
、
相
続
人
と
同

様
に
当
然
に
、
物
権
的
に
遺
言

者
の
権
利
義
務
を
承
継
5

す

る
。
特
定
遺
贈
の
場
合
は
、
※

遺
贈
の
目
的
が
特
定
物
で
あ
れ

ば
、
物
権
で
あ
る
と
債
権
で
あ

る
と
を
問
わ
ず
、
物
権
的
に
特

定
受
遺
者
に
移
転
す
る
6

と

さ
れ
て
い
る
。

3‐

2

税
務
へ
の
影
響

民
法
条
文
で
確
認
し
た
通

り
、
税
法
に
お
い
て
も
受
遺
者

が
相
続
人
な
の
か
、
受
遺
者
が

第
三
者
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の

遺
贈
が
包
括
又
は
特
定
で
あ
る

か
の
判
断
が
重
要
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
債
務
控
除
の
可

否
、
被
相
続
人
の
納
付
義
務
の

承
継
の
有
無
が
変
わ
る
か
ら
で

あ
る
。

※
筆
者
追
加

4

受
遺
者
の
課
税
関
係

4‐

1

受
遺
者
が
個
人
の
場

合
相
続
税
の
納
税
義
務
者
は
、

個
人
す
な
わ
ち
自
然
人
で
あ

る
。
相
続
税
は
個
人
の
死
亡
を

原
因
と
し
て
個
人
の
財
産
が
個

人
に
移
転
し
た
こ
と
を
機
に
、

こ
の
財
産
の
移
転
に
よ
る
所
得

に
は
担
税
力
が
あ
る
と
し
て
課

税
さ
れ
る
。
租
税
回
避
行
為
に

対
処
す
る
趣
旨
か
ら
、
自
然
人

た
る
個
人
以
外
に
一
定
の
も
の

（
相
基
通
1
の
3
・
1
の
4
共

‐

2
）
が
例
外
的
に
個
人
と
み

な
さ
れ
相
続
税
が
課
税
さ
れ

る
。

4‐

2

受
遺
者
が
法
人
の
場

合
法
人
税
法
に
お
い
て
は
「
無

償
に
よ
る
資
産
の
譲
受
け
」
を

益
金
の
額
に
算
入
す
る
（
法
22

①
）
旨
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

法
人
の
遺
贈
に
よ
る
所
得
に
は

法
人
税
が
課
税
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
公
共
法
人
は
法
人

税
が
非
課
税
と
さ
れ
、
公
益
法

人
等
又
は
人
格
の
な
い
社
団
等

は
収
益
事
業
か
ら
生
じ
た
所
得

以
外
の
所
得
に
つ
い
て
は
非
課

税
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
公
益
社

団
法
人
・
財
団
法
人
に
つ
い
て

は
、
公
益
目
的
事
業
、
す
な
わ

ち
学
術
、
技
芸
、
慈
善
そ
の
他

の
公
益
に
関
す
る
認
定
法
の
別

表
各
号
に
掲
げ
る
種
類
の
事
業

で
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の

利
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の

は
、
34
の
収
益
事
業
か
ら
除
か

れ
て
い
る
た
め
、
法
人
税
が
課

税
さ
れ
な
い
（
法
4
②
、
法

7
、
法
令
5
②
）。

4‐

3

み
な
し
譲
渡
所
得
課

税
受
遺
者
が
法
人
で
あ
っ
た
場

合
、
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る

資
産
が
遺
贈
の
対
象
と
さ
れ
て

い
る
と
き
、
或
い
は
包
括
遺
贈

さ
れ
た
財
産
の
な
か
に
含
ま
れ

て
い
る
と
き
は
、
み
な
し
譲
渡

所
得
課
税
（
所
59
①
）
の
適
用

を
受
け
る
。

こ
の
規
定
は
「
キ
ャ
ピ
タ
ル

ゲ
イ
ン
に
対
す
る
無
限
の
課
税

の
繰
り
延
べ
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
」
7

と
し
て
お
り
、

こ
の
適
用
に
よ
っ
て
被
相
続
人

が
所
有
し
て
い
た
期
間
の
値
上

が
り
益
が
清
算
さ
れ
る
。

国
等
に
対
し
て
財
産
を
寄
附

し
た
場
合
の
譲
渡
所
得
の
非
課

税
（
措
40
①
）
の
規
定
に
よ

り
、
国
税
庁
長
官
の
承
認
を
受

け
た
公
益
法
人
等
に
係
る
み
な

し
譲
渡
所
得
課
税
は
非
課
税
と

な
る
。
一
方
、
所
定
の
要
件
を

満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
は
承

認
取
消
処
分
（
措
40
②
③
）
に

よ
り
、
そ
の
要
件
を
満
た
さ
な

く
な
っ
た
時
期
に
応
じ
て
被
相

続
人
又
は
受
遺
法
人
に
所
得
税

が
課
税
さ
れ
る
（
措
令
25
の
17

⑫
、
⑯
）。

被
相
続
人
に
対
す
る
譲
渡
所

得
課
税
は
、
相
続
人
及
び
包
括

受
遺
者
が
承
継
し
準
確
定
申
告

を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
相
続

人
も
包
括
受
遺
者
も
存
在
し
な

い
場
合
は
、
相
続
財
産
法
人
が

こ
れ
を
承
継
す
る
（
通
則

5
）。

5

換
価
分
割

換
価
分
割
と
は
、
財
産
の
全

部
又
は
一
部
を
金
銭
に
換
価

し
、
そ
の
換
価
代
金
を
分
割
す

る
方
法
を
い
う
。
換
価
分
割
が

行
わ
れ
た
場
合
、
換
価
に
係
る

譲
渡
所
得
が
認
識
さ
れ
る
。
こ

の
場
合
の
譲
渡
所
得
は
、
換
価

時
に
代
金
の
取
得
割
合
が
確
定

し
て
い
る
か
否
か
等
に
よ
り
納

税
義
務
者
の
判
断
が
異
な

る
8

。
競
売
に
よ
る
換
価
に
係
る
譲

渡
所
得
を
申
告
し
な
か
っ
た
と

し
て
、
換
価
代
金
を
取
得
し
て

い
な
い
相
続
人
に
所
得
税
の
決

定
処
分
が
行
わ
れ
た
事
例
が
あ

る
。
判
旨
で
は
、
分
配
を
受
け

な
か
っ
た
の
は
、
遺
産
分
割
審

判
の
決
定
で
具
体
的
相
続
分
が

な
い
と
さ
れ
た
為
で
あ
り
、
遺

産
分
割
前
の
時
点
で
は
共
有
持

分
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
た

（
東
京
高
判
平
成
23
年
9
月
21

日
・
訴
月
58
巻
6
号
2
5
1
3

頁
）。

6

換
価
遺
言

遺
贈
の
効
力
は
、
既
に
確
認

し
た
よ
う
に
包
括
か
特
定
か
に

係
わ
ら
ず
相
続
開
始
時
に
物
権

の
移
転
が
生
じ
る
。た
だ
し
、不

特
定
物
若
し
く
は
他
人
に
属
す

る
権
利
を
目
的
と
し
た
遺
贈
の

場
合
、
受
遺
者
は
遺
贈
義
務
者

に
対
す
る
給
付
請
求
権
を
取
得

す
る
に
留
ま
る
9

。そ
う
で
あ

れ
ば
、
換
価
遺
言
に
お
け
る
遺

贈
の
目
的
物
が
不
特
定
物
で
あ

る
金
銭
の
場
合
は
、
物
権
の
移

転
が
な
い
こ
と
に
な
る
10

。

他
方
、「
包
括
遺
贈
以
外
の
遺

贈
（
財
産
上
の
利
益
供
与
）

は
、
全
て
特
定
遺
贈
で
あ
る
」

11

と
す
れ
ば
、
遺
贈
の
目
的

物
を
換
価
し
た
金
銭
で
あ
る
と

解
さ
れ
る
場
合
、
債
務
の
承
継

は
な
い
こ
と
に
な
る
。

包
括
遺
贈
と
解
さ
れ
る
換
価

遺
言
の
場
合
、
相
続
開
始
時
に

受
遺
者
に
物
権
の
移
転
が
生
じ

る
為
、
換
価
に
係
る
譲
渡
所
得

に
つ
い
て
は
、
受
遺
者
が
一
旦

そ
の
所
有
権
を
得
て
こ
れ
を
売

却
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
換
価
に
係
る
譲
渡
所

得
の
納
税
義
務
者
は
、
相
続
開

始
時
に
物
権
の
移
転
に
よ
り
所

有
権
を
取
得
し
た
受
遺
者
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

不
特
定
物
遺
贈
と
解
さ
れ
る

換
価
遺
言
の
場
合
、
民
法
の
論

理
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
が
特

定
遺
贈
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
相

続
人
が
相
続
分
に
応
じ
て
譲
渡

所
得
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
、
不
合
理
で
あ

る
。「
実
質
的
に
所
得
を
得
る
権

利
者
は
受
遺
者
に
な
る
」
12

こ
と
、「
遺
言
に
よ
り
相
続
開

始
の
時
か
ら
法
的
に
収
益
の
享

受
の
内
容
が
確
定
し
『
収
益
の

享
受
可
能
性
』
を
有
す
る
の

は
、
受
益
者
に
ほ
か
な
ら
な
い

か
ら
、
受
益
者
に
所
得
は
帰
属

し
、
納
税
義
務
者
に
な
る
」13

と
の
判
断
が
合
理
的
と
考
え
ら

れ
る
。

7

お
わ
り
に

遺
言
は
遺
言
者
の
最
後
の
意

思
表
示
で
あ
り
、
尊
重
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

遺
言
に
絡
み
譲
渡
所
得
が
認
識

さ
れ
る
と
き
、
誰
が
納
税
義
務

者
と
な
る
か
の
判
断
は
、
相
続

人
の
有
無
、
包
括
遺
贈
か
特
定

遺
贈
か
、
遺
贈
の
目
的
は
金
銭

か
否
か
、
遺
言
の
文
言
等
に
左

右
さ
れ
る
。
納
税
義
務
者
は
、

財
産
を
取
得
し
て
い
な
い
相
続

人
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
紛

争
回
避
の
為
だ
け
で
な
く
相
続

人
へ
の
配
慮
が
必
要
な
所
以
で

あ
る
。
換
価
に
係
る
譲
渡
所
得

課
税
の
課
税
関
係
が
明
示
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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1
1

3
―
1
1
4
頁
参
照
。

4

田
中
永
司
「
遺
贈
」
蕪
山
嚴

ほ
か
著
『
遺
言
法
体
系
Ⅰ
補
訂

版
』
慈
学
社
、
2
0
1
5
年
、

3
0
8
頁
。

5

田
中
・
前
掲
注
4
、
3
7
9

頁
参
照
。

6

田
中
・
前
掲
注
4
、
3
7
9

頁
参
照
。

7

東
京
地
判
平
成
22
年
2
月
26

日
・
税
資
2
6
0
号
（
順
号
1

1
3
8
8
）。

8

国
税
庁
「
未
分
割
遺
産
を
換

価
し
た
こ
と
に
よ
る
譲
渡
所
得

の
申
告
と
そ
の
後
分
割
が
確
定

し
た
こ
と
に
よ
る
更
正
の
請

求
、
修
正
申
告
等
」https://w

ww.nta.go.jp/law
/shitsugi

/joto/09/01.htm

（
令
和
3
年

9
月
9
日
）
参
照
。

9

田
中
・
前
掲
注
4
、
3
7
9

頁
参
照
。

10

小
柳
誠
「
換
価
遺
言
が
行
わ

れ
た
場
合
の
課
税
関
係
」『
税
務

大
学
校
論
叢
』
第
85
号
、
平
成

28
年
、
45
頁
参
照
。

11

田
中
・
前
掲
注
4
、
3
1
5

頁
。

12

小
柳
・
前
掲
注
10
、
79
頁
。

13

小
柳
・
前
掲
注
10
、
80
頁
。

田中英子〔北沢〕

日
本
税
務
会
計
学
会

令
和
3
年
6
月
月
次
研
究
会
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